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1.  緒 言 

国内における着尺を主とした絹織物産地では，従来の和服需要の振興と同時にインテリア製品，

洋服分野へと新しい需要の拡大のための研究が進められている。 

本県の石下紬産地でも，先に策定した産地中小企業振興ビジョンの中で種々の施策が講じられて

いるが，その一環として和服以外の差別化商品開発に努力している。そこで当所では，これら業界

の現状に対応し昭和59 年度に技術指導施設費補助事業により「紬織物の服地化技術」をテーマに

石下紬産地の技術や製品の特色を生かした紬素材を使った服地開発の研究を実施している。 

 

2.  研究経過 

59 年度は調査研究として，紬服地17 点を試作し東京及び県内の服地問屋の求評を受けた後，紬

織物の服地化について方向づけを検討した。60 年度の研究では，できるだけ広範囲の品質を含む

よう収集した市販絹服地，従来から和服用に生産されてきた結城紬，当所で試作した紬服地の計57 

点の試料についてその力学的性質を測定した。その結果次のことが明らかとなった。 

(1)  多種多様のシルエットの形成を要請される洋服素材は力学的性質の範囲が広いが，和服とし

て使用されてきた紬織物は力学的性質の範囲が狭い。しかし，その範囲の中で紬織物は伸びにく

く曲げ剛性，せん断剛性，および，それらのヒステリシスも大きく，表面形状が粗いなどの特微

を持つ。 

(2)  紬織物は「はり」があり，体になじみにくく，身体の曲面が強調されるシルエットを形成す

るのに必要な面に欠けることがあり，布は身体にまつわりつかず，ボリュームのある箱型のシル

エットを形成することが捉えられた。 

(3)  紬織物は洋装薄手布に比べ，たて方向の曲げ剛性は 4～10 倍程度大きい。しかし，よこ方向

の曲げ剛性は共通した範囲をとり，さらに神士服や婦人スーツ地の同特性ともほぼ一致する傾向

がみられた。 

 

3.  研究内容 

前年度に紬織物のもつ力学的性質を計測し，紬織物の服地としての適正を研究した。この結果を

踏まえて本年度は，紬の服地の製品化を行ったうえで製造上の問題点，紬織物の構造と力学的性質

の関係を検討した。 
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3.1  紬服地の試作 

紬織物の特色を生かした素材使いによる商品化を目的にした紬服地を試作した。織機は津田駒K 

型織機(4 枚綜洸，ドビー開口方式，晟巾125cm，4×4)を用い，回転数130rpm にて製織した。 

試作品の設計条件を表4～表9 に示す。 
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3.2  力学的性質の計測試験 

試作した紬服地の力学的性質をKES-FB 

システムにより計測試験した。試料の大き

さは20×20cm で，標準状態の温湿度条件下

で測定を行った。図1～図3 は試作品No1 を

試料としてKES-FBシステムにより引張

り・曲げ・せん断の基本的力学特性の計測

結果をKES STANDARD CHARTにプロット

した例である。 

試作品No1～No6 の力学的性質の測定結

果を表3 に示す。 

 

4.  結果および考察 

布特性表示チャート上に試作品の力学特

性値をプロットし，図4～図9 に示す。また，

「こし」， 「ぬめり」， 「ふくらみ」等

のハンドバリューを同図下に示す。 

一般的服地は縦方向の伸びは小さく横方

向の伸びの大きい布が仕立て易く着やすい

とされているが，引張り特性をみると，No2 

がたて方向の伸び EM-1 = 2.150，よこ方向

の伸び EM-2 = 6.050 とよこ方向の伸びが

大きく次いでNo1 がたて方向 EM-1 = 2.750，

よこ方向 EM-2=5.490 と仕立易く着やすい

布と考えられる。 

曲げ変形特性については，紬類は曲げ剛

性が大きいのが特長で，試作した6 点とも

市販服地の平均値を上回っている。その中

でNo2 が B = 0.100 と比較的軟かく，次い

でNo4 がB = 0.122 と続き， No 3 がB = 

0.206 と最も剛かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 茨城県工業技術センター研究報告第 15 号 

 

 

 



 茨城県工業技術センター研究報告第 15 号 

 

せん断特性については，軟らかくヒステリヤスの小さい布が望ましいが，せん断剛さG について

は，No2がG=0.425 と理想に近い数値を示し， No1 がG=0.518 とやや良好であった。そしてせん断

ヒステリシスは，No4 が 2HG5 = 0.9050 と最も良い数値で，次いでNo6 が 2HG5 = 1.575，No2 の

2HG5 = 1.795 と続いて，比較的ヒステリシスの小さい布に仕上った。 

圧縮特性については，試作した6 点とも市販服地の評価値とほぼ同等であり問題はなかった。 

表面特性は，試作品が紬織物のため繊度斑や糸の節が影響して布表面に凹凸があり，表面粗さ

(SMD)や摩擦係数(MIU)が市販服地と比較して非常に大きかった。ハンドバリュー(HV)は，市販服地

と比べて試作品は「ぬめり」に隔たりがあった。 
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5.  結 言 

力学的性質の計測試験の結果からみると，前年度の試作品には，つむぎ糸を合撚して原料糸の均

一化を図ったので市販服地と比ベカ学特性値に隔たりがなかった。今年度の試作品は，紬織物用と

して想定される絹素材の数種を原料糸に使用して設計した。さらに製造工程も石下紬産地の伝続技

術にしたがいながら進めた。その結果，布地の表面が粗い，ソフトさが尐ない，ハンドバリューが

市販服地と比較し力学特性値が平均的範囲から外れるものがあった。 

この大きな原因は，製造過程の中で，素材とは別に，糊付けや整理仕上げが影響しているのでは

ないかと考えられる。今後の研究課題としたい。 

表面特性については，肌ざわりの良さが求められる下着類と異なり，プァッション性が要求され

る外衣類では，他にない商品作りが肝要であって，例えば市販の服地に近付くよりは，紬の特微で

ある表面特性を最大に生かした差別化商品を作ることが消費者ニーズに適応するのではないだろ

うか。 

 

本研究で試作した紬服地はスーツやブレザーに製品化した。(全国繊維技術展・いばらきシルク・

フェアー出品)。この製品化に際し，ご指導をいただいた，下館産業技術専門学院の御田寺先生，

木城先生，(株)寺山縫製殿に謝意を表します。 
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